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「初等教育実習事前事後指導」の授業内容の検討Ⅱ
｜保育アイデアの構想を豊かなものにするために｜
三宅　一恵※１・児子　千鶴子※２・池田　尚子※１・湯澤　美紀※１
Instructional Lectures on Kindergarten Teaching PracticeⅡ: Enriching 
Ideas for A Guidance Plan from the Children’s Point of View
Kazue Miyake, Chizuko Nigo, Hisako Ikeda and Miki Yuzawa
　This report proposes effective instructional lectures on kindergarten teaching practice, 
with the aim of enabling students to write a guidance plan whose ideas come from a 
story book. First, the report summarizes the outlines and aims of the lectures. Then, 
it explains the contents of the lectures. The lectures consist of four workshops and 
four activities based on the preparation of a guidance plan. Students were supposed to 
cooperate with each other in a group. Finally, comparing the quality and quantity of 
ideas about play among young children, and between the students and three experienced 
kindergarten teachers, we discuss the points for improvement for future lectures.
Keywords: kindergarten teaching practice, guidance plans, story book, ideas and plans 
for play
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※１　本学人間生活学部児童学科
※２　本学非常勤講師
はじめに
目的
　本稿は，ノートルダム清心女子大学児童
学科幼稚園課程で３年次に実施している
「初等教育実習事前事後指導」の授業にお
いて，幼稚園教育実習（以下，実習という）
に向かう学生に対し，指導計画案（以下，
指導案という）作成時，特に，保育アイデ
アを豊かに構想する力を身に付けるための
授業実践の省察を行い，今後の授業計画の
改善を目指すことを目的とする。
　「初等教育実習事前事後指導」の授業は，
３年生の通年科目（前期・後期）として，
毎年 10 月頃，4 週間通して行われる実習
を事前と事後で補完する授業である。特
に，事前指導では，実習に向けて，半期の
時間をかけ講義と演習を重ね，学生はそこ
で具体的な指導案の書き方や模擬保育を通
して，子どもへの関わり方など実践的な学
びを得る。
　2018 年度，学生が子どもの視点から指
導案を作成することに焦点をあて，そのた
めの授業の進め方を模索し検討した（三宅・
紀要 Vol. 44 No. 1（通巻 65 号）79 〜 90（2020）
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　対象授業では，昨年度同様，無作為の 6
人を一つのグループとして作成し（全 12
グループ），グループごとに一つのテーマ
を題材に，指導案作成ならびに模擬保育を
行うこととした。こうしたグループ活動
の導入は，2018 年度の授業実践を踏まえ
ている。5,6 人程度で協同的な作業を重ね
ることで，多様なアイデアを共有できるこ
と，加えて，自分の考えを他者に伝えたり，
相手の考えを尊重し，受け入れたりすると
いったやりとりそのものが，保育者として
求められる資質の一つであると考えたから
である。
　ここでの授業展開は，２つの局面から構
成されている。前半の局面は，演習１〜演
習４を通して，保育の構想を行うものであ
り，後半の局面は，４回にわたる模擬保育
を通した保育実践である。
　演習１では，子どもの視点を得ることと
併せ，第２筆者（保育経験者）による模擬
保育を観ることで，保育の展開を知り，指
導計画で記すべき要点を学ぶことを意図し
た。演習２では，活動の題材について話し
合い，アイデアを得ていくこと，そして，
演習３においては，活動の流れを意識した
より具体的な活動を構想することを促し
た。そして，演習４においては，部分実習
の活動内容を検討し，部分実習の指導案を
具体的に作成していくこととした。
　演習１〜４においては，話し合いはグ
ループ内で行うものの，提出するワーク
シートは，個人の発想をもとに書くことを
求めた。それは，複数の共有されたアイデ
アを踏まえ，さらに自らの力でさらなるア
イデアを創出していくこと，また書くこと
に関して，着実に自信をつけてほしいとい
う願いによるものである。
　模擬保育では，４回の実践が螺旋状の学
びとなること意図した。実習では，全ての
学生が教師役を担うため，保育の実践力を
児子・湯澤，2018）。前稿では，学生が保
育アイデアをもとに，指導計画を作成し模
擬保育の実践を重ねることを通して，子ど
もと保育者，それぞれの視点に基づきなが
ら，実習に必要な学びを重ねていくことを
実感した。2019 年度は，その成果と課題
をもとに，学生の実態を踏まえながら，引
き続き，指導案作成ならびに模擬保育を
行った。その際，保育アイデアの創出を促
す一貫として，絵本を題材とするとともに，
学びあいに着目して授業を展開した。本稿
ではそうした授業実践を報告し，保育の実
践力を培う手立てを検討していく。
　絵本を題材とするという点では，2018
年度の授業実践の成果を踏まえ同様とし
た。その理由として，学生が子どもの視点
で絵本を読むといった直接体験を通して，
子どもが何を感じ，何に興味・関心を抱く
かといった点に迫っていくきっかけとして
適していると考えたからである。昨年度は，
数冊の絵本をもとにして幼児に姿を想像し
ながら，様々な活動のアイデアを考えるこ
とができた。ただし，今年度は，そこから「い
かに活動を展開しうるか」といった問いを
たて，保育アイデアの構想を促していくこ
ととした。具体的には，活動の全体像を学
生同士が繰り返し語り合い，教材研究を重
ねながら，保育を構想していけるよう意図
した。つまり，指導案を書くことを目的化
した授業ではなく，子どもの視点を通して，
保育アイデアを創出し，保育を構成した結
果，指導案が生み出されるといった保育者
が日常行っている保育構想のプロセスを再
現することを本授業では目指した。
授業科目ならびに本研究対象授業の概要
対象授業の概要
　研究対象授業は，初等教育実習事前指導
15 回のうち，「Ⅱ教育実習の実務練習」6
〜 12 回である。
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授業展開
演習１「子どもの気持ちで絵本を読もう」
　まずは『ちいさなねこ』（福音館書店）
の絵本を使って，子どもたちは絵本の絵を
見て，心を動かしながら絵本を見ているこ
とを解説し，絵本の読み聞かせの指導案例
の書き方について説明をした。「読み聞か
せ」の部分実習は，実習中にどの園でも経
験する活動となるため，この経験が必ず実
習に活かせることができると考えたからで
ある。さらに，絵本を読んだあと，子ども
たちはどのような遊びを展開するだろう
か，と考えるよう投げ掛けた。その際，担
当教員側からは，なるべく，具体的な活動
の紹介を控え，どのような活動の展開を構
想するかは，学生たちの自由な発想に任せ
ることとした。
《次回授業までの課題》
　絵本『もりのなか』を自分で読み，「絵
本をつかってどう遊びに生かしていくか，
活動の展開を考える」ためのアイデアを考
え，思いついたものを記入した資料を作成
してくるように促した（巻末資料１参照）。
演習２「保育のアイデアの種を見つけよう」
　作成してきた資料には，アイデアの種が
たくさん記されていた。そこで，この中か
ら具体的に活動を一つ選び，保育活動の展
開を考えるように促した（巻末資料２）。
この資料では，新たに「その遊びには，ど
のような学びや育ちがあるでしょうか」と
問いかけた欄を設け，部分実習指導案の「ね
らい」につながる項目を意識して作成でき
るようにした。
　次に，資料を持ち寄り，無作為の 6 名の
グループで話し合う時間をもち，グループ
で一つの活動を構想し，個人の資料とほぼ
同じ形式のものにまとめるように伝えた。
《次回授業までの課題》
　グループで作成する資料について，時間
内にできなかったグループは，次回までに
培う上でも，模擬保育においても全員が教
師役となる機会が必要である。そこでまず，
模擬保育１では，子ども視点から保育を構
想する必要性について学生自身が自ら気づ
いていくきっかけとなる直接体験となるこ
とを意図した。模擬保育２では，全体を通
した発表を行った。自らのグループの模擬
保育に対して，第３者より有益なコメント
を得たうえで改善していく機会とした。な
お，コメントを受けた後，自分たちでの振
り返りをふまえ，模擬保育３では，前回の
指導計画をより子どもたちの視点に根差し
て改善することを意図した。さらに模擬保
育４では，代表グループが模擬保育を全員
の前で行い，保育者に必要な姿勢について，
共通理解を促すことを目的とした。
　演習１〜３で使用した絵本『もりのなか』
は，アメリカの絵本作家マリー・ホール・
エッツの作品で，1963 年に福音館書店から
出版されたものである。帽子をかぶり，お
もちゃのラッパを持った男の子が，くしを
もったライオンや，太鼓をもったカンガルー
など，森でいろいろな動物たちと出会い行
列したり遊んだりしていたが，男の子のお
父さんが迎えにくると，動物はいなくなっ
ており，家へと戻っていくという物語が軸
になっている。表紙は茶色い枠に囲まれた
白黒の登場人物が描かれ，本の中はすべて
白黒の，一見，地味な絵本である。しかし，
白黒で描かれているために，子どもたちの
想像力をかきたて，個人が自らのイメージ
を膨らませながら楽しめる絵本である。
　この絵本には，楽器などの様々な物を
持った特徴のある動物が次々と登場するこ
とや，表現遊び，集団遊び，製作遊び，劇
遊びなどの次の遊びへ，学生たちの遊びの
アイデアが浮かびやすいのではないかと考
え，担当教員らが選んだ。
　以下，具体的な授業展開を記述する。
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するか，グループで相談する時間を設定し
た。さらに，すぐに指導案を作成にとりか
かるのではなく，グループで活動の内容が
決まったら，担当教員らに相談にくるよう
に伝えた。そして，活動内容が決まったグ
ループから，指導案の作成を行うこととし
た。
《次回授業までの課題》
　次回は模擬保育を実践するため，指導案
を完成すること，グループで協力して模擬
保育の準備をしてくることを伝えた。
模擬保育２（私たちの保育Ⅰ）
　同じ年齢，内容を対象とした指導案を作
成した 4 グループごとに，教室内の 3 か所
に分かれて模擬保育を行った。担当教員が
それぞれに分かれて入り，1 グループ終了
ごとに必要に応じて助言を行った。他のグ
ループはすぐそばで観察し，互いに学びあ
う機会とした。
《次回授業までの課題》
　模擬保育を行った反省や教員からの助言
を踏まえ，次回もう一度模擬保育を行うた
め，指導案を見直し，模擬保育の準備を行っ
てくることとした。
模擬保育３（私たちの保育Ⅱ）
　今回は，3 〜 5 歳児の異年齢担当の３グ
ループが集まって，4 か所に分かれて模擬
保育を行った。広い場所で思う存分活動で
きるよう，学内体育館に移動して行うこと
にした。今回は，１グループ終わるごとに，
観察していた他のグループとの意見交換と
いう形で，学生同士で振り返りを行った。
模擬保育４（私たちの保育Ⅲ）
　年齢ごとにそれぞれ 1 グループずつ，代
表グループが全体の前で模擬保育を行っ
た。代表グループは教員が選び，模擬保育
をしない学生らには，それぞれの模擬保育
を見ての感想を求めた。さらに，3 つのグ
ループが終了した後に，担当教員からいく
つか，活動内容や指導案などについて，全
完成してくるよう伝えた。
演習３「具体的な遊びの姿を描き出そう」
　グループで作成した資料を，さらに個人
へ返し，それぞれに，どのような展開で保
育を行うか，さらに具体的な活動の流れを
考えた資料を作成した（巻末資料３）。グ
ループで考えた活動の中から，一部分を切
り取って，導入部分だけ，または活動部分
だけでもよいことを伝え，より具体的に子
どもの言動を想定する経験を通して，その
大切さを伝えた。
　また，この資料には，「対象年齢」「子ど
もにどんな姿（表情・ことば・動きなど）
を見せてほしいと思いますか？」「子ども
の姿を想像して書いてみましょう」などを
記入する欄を追加し，自分が考えた保育活
動に，子どもたちがどのように参加し，い
かなる姿を見せるかについて考えるよう促
した。
　そして，資料にある問いかけが，実際の
指導案の，どの欄にどのようにつながるか，
といった内容を具体的に伝え，指導案への
書き方への理解を促した。
模擬保育１（私の保育）
　個人で作成し資料をもとに，12 グルー
プにわかれ，同時並行的に，一人ずつ模擬
保育を行った。同じグループのメンバーが
子ども役になり，どのような内容が展開さ
れるのか，状況の分からないまま，対象年
齢の子ども役と演じることを伝え，子ども
だったらどのような言動を行うかをいうこ
とを予想しながら，模擬保育を行った。
演習４「部分実習の指導案を作成しよう」
　新たな課題として，対象年齢と大まかな
活動内容を教員が指定し，今までと同じメ
ンバーと部分指導の指導案を作成した。新
たなテーマとして，３歳児：身体表現，４
歳児：製作活動，５歳児：集団遊びとした。
指導案の活動内容については，実習に行く
10 月頃を想定し，どのような活動を展開
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員で共通理解したいことを中心に伝えた。
授業内容及び考察
演習１「絵本から保育を構想しよう」・演
習２「保育のアイデアの種を見つけよう」
　学生らが作成してきたアイデアの種は表
１の通りである。絵本を読み，思いつくま
ま活動を箇条書きにしている学生，活動の
流れをストーリー仕立てで書いている学生
など，様々であった。
　また，絵本を読んだ感想を書く欄には，
主人公の男の子を迎えにきたお父さんが，
動物がいなくなって寂しそうな男の子に
「また会えるよ」と声を掛ける最後の場面
をとりあげ，子どもの気持ちを受け入れる
ことの嬉しさを書いている学生が多くい
た。普段とは違い，意識して子どもの視点
から絵本を読むという体験を通して，子ど
もの気持ちを感じることにつながったので
はないかと考える。
表１　『もりのなか』を読んだのち、活動
アイデアを構想する（学生 60 人複数回答）
学生の答えたアイデアの種 人数
ろんどんばし、かくれんぼ、
ハンカチ落とし
52
絵 本 に 登 場 す
る遊び
散歩、探検ごっこ、ピクニ
ックごっこ
37
絵 本 に 登 場 す
る遊び
好きな登場人物（動物、男
の子）になりきって遊ぶ
32 表現遊び
動物の面、男の子の帽子な
どを絵にかいたり作ったり
する
26
表現遊び
（絵画製作）
楽器を作って演奏会、合奏 19
表現遊び
（音楽）
好きな場面の絵を描く、塗
り絵をする
12
表現遊び
（絵画）
発展させて、はないちもん
め、鬼ごっこ、かもつれっしゃ
5 集団遊び
劇遊び 5 行事（発表会）
歌に合わせて踊る 2
行事（運動会・
発表会）、表現
（音楽）
遠足につなげる 2 行事（園外保育）
ままごと、お店ごっこ 2 ごっこ遊び
森に行く 1 行事（園外保育）
歌をうたう 1 表現遊び（音楽）
手遊び 1 その他
言葉遊び 1 その他
演習３「「具体的な遊びの姿を描き出そう」
　グループで相談して考えた保育のアイ
デアは表２の通りである。12 グループ中，
11 グループが絵本に登場した動物をとり
あげ，「動物になりきる」「動物の表現をす
る」などの活動を考えていた。
表２　『もりのなか』　グループで出てきた
アイデア
対象
年齢
グループのアイデア
1 5 歳
お面づくり・楽器作り・歌を歌う・好
きな動物になりきって行進する
2 4 歳
動物の面をつくって、なりきって園内
を散歩する
3 4 歳
お面を作って動物になりきって、ろん
どんばしをする
4 5 歳
動物のなりきり遊び（動物あてクイズ、
真似遊び、鬼ごっこ）
5 4 歳
動物のお面を作り、その動物になりき
って動物列車をする
6 4 歳 動物になりきって、園内を散歩する
7 4 歳
動物になりきってみんなで遊ぶ（製作、
表現活動、ろんどんばし）
8 4 歳 動物になりきってピクニックをする
9 4 歳
動物の面を作ってまねをする、ジャン
ケン列車をする
10 5 歳
公園に行き、動物になりきって遊び、
次の日、楽器を作って遊ぶ
11 4 歳
動物の面をつくって、動物対抗ゲーム
をする（ハンカチ落とし、しっぽ取り）
12 3 歳
探検隊になる道具をつくり、園内探検
をする、ハンカチ落としをする
演習３「具体的な遊びの姿を描き出そう」
　グループで考えた活動の中から，一部分
に焦点化して，部分的な指導案につながる
資料を作成することで，より具体的な子ど
もの姿を想像することにつながった。子ど
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持ちを実感した感想が多く見られた。
演習４「部分指導の指導案を作成しよう」
　取り上げる活動が決まったグループか
ら，指導案を作成する前に，担当教員らに
相談に来ることとした。担当教員らは，主
に次の観点から助言を行った。①年齢にふ
さわしいか，②「ねらい」は何か，③季節
に合っているか，④子どもが楽しめるか，
といった点である。助言を受け，またグルー
プで相談し，改めて報告にやってくる，と
いった繰り返しの中で，学生らは，子ども
の年齢ごとの発達段階や，何ができて何が
できにくいのか，また，子どもが喜ぶ活動
にするにはどうすればよいかなどの考えを
もとに相談を重ねていた。こういったまさ
に応答的なやり取りの中で，学生自身が試
行錯誤しながら，保育構想をしていった。
模擬保育２（私たちの保育Ⅰ）
　すべての 12 グループが模擬保育を行っ
た。ここでは，3 歳児表現遊びの活動とし
て，「歌を歌いながら落ち葉で遊ぶ」とい
う指導を行ったグループを取り上げる。ね
らいには「歌詞に出てくる動きを表現する
ことを楽しむ」として，歌「さんぽ」の歌
詞に合わせて，落ち葉の上を歩くといった
活動であった。幼児の活動として，他にも
「まつぼっくり」「しあわせなら手をたたこ
う」などの曲も盛り込まれており，この活
動を通して何をねらっているのか，3 歳児
という発達段階の子どもたちへの活動とし
て適しているか，といった指摘がなされた。
実施後，学生からは，「したいことを混ぜ
込みすぎて，本来の目的がわからなくなっ
てしまった」「3 歳児がどのような発言を
するか，どのような行動をするか考えなが
らしようとしても実際には難しかった」な
どと反省する感想があがった。また，教員
らからのアドバイスを受け，「次回の模擬
保育では，今回の反省点を生かしてポイン
トを押さえて行いたい」と，改善への意欲
もの姿を想像できないと指導案を書くこと
が難しいこと，活動の配慮点について具体
的に何を書けばよいのか，などの課題を学
生自身が実感することになった様子であっ
た。同じグループ内で相談しながら，導入
部分だけ，もしくは活動の振り返り部分の
みに焦点をあて書いている学生もおり苦戦
している様子も見られたが，より具体的な
子どもの姿を予想しようと取り組む様子が
見られた。
模擬保育１（私の保育）
　グループ内で，一人５分ずつ，資料をも
とに模擬保育をおこなった。教師役になる
学生一人と，他の５人が子ども役となるこ
ととした。一人ずつ模擬保育が終わるごと
に，担当教員より，全体的な学生の姿勢を
問うアドバイスを行った。例えば「子ども
たちはどこで，どんな態勢で話を聞くのが
よいのか」「保育者の立ち位置はどこか」
など場の構成に関することや，「保育者が
『じょうずだね』『すごいね』などの声を掛
ける場面が多く見られたが，子どもの何を
どのように認めているのか」などの具体的
な保育者の援助まで，実際の学生の様子か
ら，保育者の関わりとして必要なことを端
的に伝えた。　　
　学生たちは，そのたび，自分自身の保育
者としての態度や姿勢を振り返り，次に模
擬保育を行う学生は，アドバイスを踏まえ
た関わりをしようとする様子が見られた。
全員が教師役を経験したのちの感想では，
想定していたこと以外のことが起きた場合
の対応の難しさを感じるとともに，「応答
的に対応する大切さ」「想像力を豊かにす
る必要性」などを自分自身の普段の生活を
反省する感想もあった。一方，子ども役に
なって初めて，「子どもの気持ちを理解し，
子どもの視点で保育を考えることができ
た」「教師の話し方や進め方によって受け
取るものが違った」といった，子どもの気
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点を挙げている。これらの視点は，保育者
として経験を重ねるなかで初めて実践でき
るものが多い。保育経験のない学生にとっ
ては，「子どもの興味や関心に基づく」も
のをして，遊びや絵本などの子どもの興味
がもてるものをいかに想像できるかといっ
た構想するには，授業での学びに反映させ
ていくことが求められるが，そこには限界
がある。だからこそ，ボランティアや実習
体験での実践的な学びを通して，子ども理
解が大切となる。
　学生らが持ち寄ったアイデアは，絵本の
中にでてくる遊びを，そのままなぞらえて，
「ろんどんばし」「かくれんぼ」「ハンカチ
落とし」をあげた学生がほとんどであった。
その他にも，絵本の中に出てくる遊びや，
登場人物を再現する遊びなど，直接的に絵
本と関係する遊びをアイデアとする回答が
多く見られた（表１参照）。　　
　このことは，学生が子どもの遊びをどの
ように展開するとよいのかを悩み，絵本を
教科書のように扱っているかのようにも感
じられ，改めて，教科書のない保育におい
て，保育者である自分たちがそこから遊び
を創造すること，そして，子どもの視点か
らその楽しさを感じることの難しさを実感
していることが示された。
来年度の授業に向けた授業改善としての資
料収集
　2019 年度の授業において，学生のアイ
デアの展開に関して課題が残った。そこで，
次年度以降の授業の改善にむけ，実際の保
育者が，今回の『もりのなか』の絵本を手
がかりにいかに保育を構想するか，アイデ
アの広がりとプロセスに着目して聞き取り
調査を行った。今回聞き取り調査を行った
３名は，長年公立幼稚園で担任として勤務
後，園長として勤めた保育経験者であった。
聞き取り調査は，2019 年９月に行った。
が伺えた。
模擬保育３（私たちの保育Ⅱ）
　前回の反省から指導案の改善を行い，広
い場所に移動しての模擬保育を行った。特
に 5 歳児の集団遊びのグループは，思う存
分，活動することができた。前回の模擬保
育から，ねらいを変更したグループが９グ
ループ，活動を変更したグループが８グ
ループあった。
　前述した 3 歳児の落ち葉を使った活動を
行ったグループは，活動を少し変更し，ね
らいを「想像力を働かせてイメージした場
面を表現することを楽しむ」とした指導案
を作成してきた。歌「さんぽ」に合わせた
活動に絞り，ねらい・内容の変更に伴い，
新たに指導上の留意点を大きく修正してい
た。実施後，他の学生らと意見交換を行い，
さらに発想が広がっていた。
模擬保育４（私たちの保育Ⅲ）
　各年齢の代表グループによる模擬保育
を，全員で参観し，指導上の重要な点につ
いて，確認を行った。教師の言葉がけの意
図，活動のねらいや内容と教師の援助との
つながり，さらには，子どもの興味や関心
にそった活動を選択することの重要性など
のついての共通理解を行った。
　
保育アイデア構想の展開
　模擬保育までの事前指導の中で，小学校
以降のように教科書のような教材のない保
育において，学生らは，特に，子どもの年
齢や発達にふさわしい保育内容を構想する
ことの難しさを感じた様子であった。青木
（2016）は，保育内容構想への手がかりと
して，保育者らへの聞き取りから，「ねら
いを達成する保育内容を選択する」「季節・
天候を把握し生かす」「子どもの興味・関
心に基づく」「子どものアイデア・発言を
つなげる」「保育者自身の経験を生かす」「保
育者自身のひらめきを生かす」の６つの視
86
の世界を楽しむことから自分の世界をつく
り楽しむことへつなぐことと，その時に子
どもたちに感じてほしいことを次のように
あげた。①暗さ（わくわくドキドキ，怖い
けど楽しい）②見えない（隠れたり見つけ
られ見つけたりする楽しさ）③灰色の世界
色の世界を楽しむ④作り出す喜び⑤みんな
で楽しむ⑥想像を楽しむ，である。それら
を達成するための遊びとして，次のような
活動の展開を語った。「①②⑥かくれんぼ・
狭い場所をつくってごっこ遊び」「③④不
思議な森と動物づくり」「木の上で遊べる
ような場と動物⑤」「①⑤⑥妖精ごっこ・
魔法の森ごっこ」「①⑤⑥探検ごっこ」
Ｃ　様々な製作遊びの発想が次々とあがっ
た。「（新聞紙や廃材等をつかって）森の中
を壁面に再現する」「部屋の中に森をつく
る」「いろいろな素材をつかって，動物の
面や衣装をつくる」「廃材や画用紙などの
材料を使って，ラッパやタイコなど，本当
に音が出るような楽器をつくり，合奏をす
る」「ハンカチ落としなどの絵本に出てく
る遊びをする」「最終的には，発表会の劇
遊びをする」などの活動があがった。絵本
を読んで単発的な遊びをするだけでなく，
子どもたちの興味のある絵本を中心とした
学級経営を行うことで，長期的に絵本の世
界を楽しむことができる遊びを次々と語ら
れた。出てくる遊びはいくらでも，どのよ
うにも発展していった（表３参照）。
表３　『もりのなか』を読んだのち、活動
アイデアを構想する（保育経験者３名）
動物になりきって遊ぶ 表現遊び（身体表現）
森を再現して遊ぶ 遊びをつくる
森の雰囲気を味わう環境を
つくって遊ぶ
遊びをつくる
探検ごっこなどのごっこ遊び 遊びをつくる
　聞き取りの内容としては，「絵本『もり
のなか』を読んだのち，どのような保育を
展開するか」という点についてである。概
要を以下に示す。
（質問）
「絵本『もりのなか』を子どもに読んだのち，
担任として，保育の中にどのように展開し
ていくか」
（回答）
Ａ　まずは「子どもにまかせる」。活動あ
りきの教師の視点から発想された活動の提
案ではなく，幼児が自発的に遊びに関わる
ことを最も重視していることが強調され
た。「幼児と共に遊びを展開するとしたら」
と改めて問うと，「動物になりきって，そ
の動物にふさわしい遊びをする」「行列に
なって遊ぶ」「わらべうた（「いちわのか
らす」「なかなかほい」などをして遊ぶ」
「子どものなりたい動物を尋ねて，表現遊
びをする」「日頃の遊びを積み重ねたもの
を，発表会の劇遊びとする」などの遊びが
あがったが，いずれも，子どもの実態を把
握したうえで提案する，ということが一貫
して語られた。Ａは，家庭文庫を主催し，
わらべうた実践を重ねており，このことが
遊びアイデアへつながっていることが分か
る。
Ｂ　保育の環境として「森の中の，神秘さ
を感じられるような環境を用意する」とい
うことがあがった。「（拾ってきた木の枝，
つる植物などを使って）森の中の雰囲気を
保育室内に森を再現する」「森の中の暗く，
うっそうとした雰囲気を表現して，子ども
たちがそこに隠れて遊べるような場をつく
る」また，「実際に山に出掛け，子どもた
ちが自然を感じとる」ことを大切にすると
いうことであった。絵本の中に登場するよ
うな森の中で，自身が幼いころに遊んだ経
験を子どもたちと共有し，保育に活かして
いこうとすることが分かった。また，絵本
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者には「感じる心」が求められるであろう。
「センス・オブ・ワンダー＝神秘さや不思
議さに目をみはる感性」である。自分自身
の感性を磨く努力が必要なのである。
　今回の聞き取りを通して，絵本をもとに
した活動にかかわらず，保育者自身の経験
や，得意なことを活かした活動を基にして，
子どもとともに遊びに発展させていくこと
が，日々の保育で繰り返されていることが
推測された（図１参照）。
　学生のアイデアを考える発想を図式化し
てみると（図２），保育経験者のものとは
大きく異なることが分かった。アイデアそ
のものも重要ではあるが，その背景にある
子どもの育ちへの願いをどのように取り込
み展開するかといった，実践を通した子ど
も理解の広がりをもって保育を構想してい
くことが最も大切であり，それを学生らに
伝えていくための取組が次年度以降の課題
となった。
図１　保育経験者によるアイデアの構想
図２　学生によるアイデアの構想
楽器をつくって楽器遊び、
合奏
表現遊び（音楽）
壁面に森をつくって飾る 表現遊び（絵画製作）
動物の表現遊び、面や衣装
づくり
表現遊び（身体表現、
絵画製作）
ろんどんばし、かくれんぼ、
ハンカチ落とし
絵本に登場する遊び
行列になって歩く 絵本に登場する遊び
わらべうたをする ふれあい遊び
劇遊び 行事（発表会）
森に出掛ける 行事（園外保育）
　保育経験者３人に共通している点とし
て，「幼児の興味や関心から遊びを引き出
す」ということである。目の前の子どもの
姿から遊びを創造する，子どもにしたい遊
びを尋ねる，などは，学生の回答には見ら
れなかった。幼稚園教育要領解説には繰り
返し，幼児の興味や関心に沿うような環境
を用意することが述べられるとともに，「環
境を通して行う教育は，幼児の主体性と教
師の意図とバランスよく絡み合って成り立
つ」とある。幼児が自発的に周囲に働きかけ，
試行錯誤を繰り返すことでこそ，幼児の主
体性は発揮される。様々な授業の中で語ら
れてきたことであるが，具体的な手立てを
繰り返し伝えていくことが求められる。
　また，保育経験者のアイデアは，その活
動を通して，子どもに何を育てたいかを考
えながら活動を展開する，ということも共
通している。これも，学生たちの回答には
出てこなかった。
　さらに，「子どもと遊びをつくりだす」
活動が語られている。既成のものや，絵本
に出てくるものだけではなく，そこから子
どもたちとともに作り出す遊びの展開の可
能性が時系列に複数パターン想定されてい
た。そうしたことを可能にするにも，保育
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こと，加えて，引き続き，教員と学生とが
応答的なやり取りを一層進めていく必要性
がある。
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今後の課題
　本授業の課題は２つある。一つは，学生
の保育の構想プロセスの見直しである。子
ども理解を踏まえたうえで，自らの発想で
保育の構想していくためのアイデアを広げ
繋げていくためにも，今回，保育経験者か
ら得た資料を活用していきたい。加えて，
学生自らの感性を研ぎ澄ませ，子どもの興
味や関心に寄り添っていくことについて
は，他の授業との連携のあり方を検討して
いきたい。二つ目として，グループでの学
びあいをいかに支えるかといった教員側の
課題である。模擬保育に向けて，学生同士
の学び合いの場となるような場を設定し，
指導案の見直しを繰り返しおこなってきた
が，どう見直せばよいか分からなかったり，
新しいアイデアが出てきにくかったりする
グループがいくつかあった。演習や模擬保
育を進めていく際のグループでの学びを丁
寧に支えていくためにも，人数や組み方に
ついて考慮しつつ，演習・模擬保育の進め
方についての共通理解を明確に図っていく
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資料２　演習２で用いたワークシート
資料１　演習１で用いたワークシート
2019 年度 事前事後指導 
実践演習２－１ 保育の展開を考えてみよう！【絵本から保育を構想しよう！】 
 
学籍番号      名前              
 ○読んだ絵本『もりのなか』 
 ・どんな遊び？ （   ）歳児 
 
 
                                              
 ・その遊びには、子どもにとって、どんな学びや育ちがあるでしょうか。 
 
 
 
 
 
 
 ・保育の流れを考えてみよう。 
  （幼児の活動） 
①絵本を見る。 
  ② 
  ③ 
   
 
2019 年度 事前事後指導 
実践演習１ 絵本から保育を構想しよう！ 
  
              学籍番号      名前              
  
○読んだ絵本『 もりのなか 』 
作者名  マリー・ホール・エッツ(文・絵) まさきるりこ（訳）    
出版社名  福音館書店   
 
○読んだ（読んでもらった）感想 
 
 
 
 
 
 
○この絵本をつかって、遊びへ活かしていこう！ 
 どんなことができるかな？自分なりに考えてみよう。 
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資料３　演習３で用いたワークシート
実践演習３ 保育の展開を考えてみよう！【絵本を遊びへ活かそう！】 
 
               学籍番号       名前              
○実践演習２－２「保育の流れ」の中から、具体的な場面をとりあげ考えてみましょう。 
○とりあげた場面は？                   ○対象年齢 
 
                                    歳児 
 
○子どもにどんな姿（表情・ことば・動きなど）を見せてほしいと思いますか？ 
 
 
 
○子どもの姿（表情・ことば・動きなど）を想像して書いてみましょう。 
   
 
 
○今回の遊びに焦点を絞って、具体的な学びや育ちを書いてみましょう。 
 
 
 
 
環境図・準備物 活動の流れ どんな配慮が必要ですか？ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
